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おもな内容 ・ く〉昭和47年度博物館職員講習の経過 く〉第 4 回国際プラネタリウム館長会議に出席して

市立名古屋科学館長 く〉全科協北から南から 萩市郷土博物館長黒川純行 o第 2 回

全科協博物館事業研究会終る O東京都博物館職員研修終る く〉全国プラネタリウム協

議会の発足 く〉会員館圏紹介 龍河澗同物館 。会員館園消息 く〉刊行物紹介

昭和47年度博物館職員講習の経過

昭和47年度同物館職員講習は，国立社会教育研修所主

催，国立科学博物館協力により昭和47年 7 月 27 日から 8

月 24日まで実施された との講習は，自然科学系の学芸

員の不足の現状にかんがみ，関係各館園の要望がみのり

実施されたものであるが， 48年度の講習の実施計画がす

すめられている時点で，実施経過をふりかえってみたい.

(1) 講習の時間， 期間等 . 講習は 7 月 27 日から 8 月

24 日まで延べ29 日聞にわたり行なわれた 参加の便宜を

はかるため期間をできるだけ短期間におさえた結果，毎

日朝 91時から夕方 5 時まで講習が続けられた. ζのよう

に夏季K ， しかも，かなりロードの多い講習であった点

については48年度に改善される ζ ととなろう .

(2) 受講者 :講習の受講資格が博物館登録，相当施設

の現職員に限定されたため，希望者のうち枠外となった

数名を除き29名が受講した 本来，乙の講習は自然科学

系のi隊員を対象としたものの，受講申込みが予惣を下廻

ったため ， 29名のうち人文系の職員10名が受講を認めら

れた.受講者のうちどく少数の者を除き，大半は各分野

にわたり基礎知識の講習を必要とする人達であった .

前回実施された調査では，自然科学系博物館で学芸員

資格の取得を希望する者が 300 人を超えるという結果が

でていたにもかかわらず， 少数の受講にとどまった理由

としては ， 初年度の趣旨不徹底，夏季の事業実施への支

障等が挙げられるが， 48年度は文字通り自然科学系職員

のための講習の姿となるよう ， 各館園の積極的な理解と

協力が期待される.

(3) 講習内容 :講習は，教育原理， 社会教育概論， 視

聴覚教育， 博物館学，自然科学史および生物学の科目に

ついて実施された . 博物館学については ， 現場における

活用をねらいとして，実習を加味したカ Y キュラムを組

むように配慮されたが，結果的iζは講義中心ILならざる

1 

を得なかった また ， 受講者の層が自然科学系，人文系

にまたがったこと，および講義内容がオーノレラクンドな

知識を前提とする現在の学芸員制度の趣旨から ， 自然科

学系，人文系lζ またがった乙とにより十分な効果が挙が

らなかったとの声もあり，乙の点については今後の検討

すべき課題であろう .

(4) 講習修了の認定 :講習の修了認定は，各科目の出

席率(%，以上〕および講義の理解度(方法は各講師の選

択によるが， 47年度はほとんどリポート採点)等を総合

評価して行なわれた結果，全員が無事講習を了えた.乙

の認定の基準の適否は今後p受講者の現場における実力

発揮にかかっているので，その活躍が期待される

おわりに :講習の企画実施についての国立社会教育研

修所職員の努力については勿論，講師の協力， 受講者の

熱意，ならびに長期間受講を可能とした各館園の理解協

力lζ対して敬意を表したい (国立科学博物館鷲尾正昭)

(資料)昭和47年度博物館職員講習受講者一覧

斎藤建二(旭川市立旭川郷土博物館)，高橋雪人(碧祥寺

博物館) ， 武智英生(仙台市八木山動物園) ， 有滝忠彦(ア

リタキアーボレータム)，沢田利一(埼玉県立博物館) , 

嶋田 l陶(科学技術館)，及川健美(科学技術館)，岡崎久

司(五島美術館) ， 名児耶l珂(財団法人大東急記念文庫) , 

片野富美子(国立科学博物館)，山口佳秀(神奈川県立博

物館)，河上陽吉(彫刻の森美術館)，村上全賢(ジノレク

セシタ一国際貿易観光会館) ， 大坂豊(横浜市野毛山遊園

地)，柿沢亮三(長岡市立科学博物館) ， 清水清智(富山市

立郷土博物館)，末木式子(財団法人藤村記念館)，水野

礼子(財団法人日本モンキーセンタ ー附属博物館)，松田

尚一(滋賀県立琵琶湖文化館)， 滝沢晃夫(京都市動物

園)，佐古文洋(宝塚動物園)，境田昭仁(広島県立宮島町

営宮島水族館)，久賀通生(山口県立 < 4 頁へ続く〉
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トJ回国際プユタリウム館長会議に出席して 市立名古屋間長佐藤知雄 i 
m拍軍 曹 司--.~守 Y..01-

国際プラネタリクム館長会議 (The International 

Planetarium Directors Confererce) は 3 年毎IC

世界の各地で廻り持ちで開催されて来た.すなわち，第 、
1 回は 1963 年 New York (米国) ，第 2 回は 1966 年

Vochum (西独)，第 3 回は 1969年 Wien (オーストリ

ヤ)で催され，そうして今回1972年はカナダのToronto

にある Mc Langhlin プラネタリワムと米国の

Rochester の Strasenburgh プラネタリクムおよび米

国 ChicagoのAdlerフ。ラネタリクムの共同主催である

7 月 22 日 午後私は米国の Los Angels から空路カ

ナダの Toronto IC着いた.宿舎は主催者によって快適

なホテルが予約されていた.

7 月 23 日 9 : 00 Mc Langhlin プラネタリクム iζて

受録， 登録料 1 人κっき 30 ドノレ. 登録した館長は14ヶ国

36名，随員および夫人を合せて約70名であった.

会議の議長は当プラネタリクムの館長 Dr. Henry 

King で，開会の挨拶があり ， その中で議事は最後の日

IC Chicago において開くと述べた 午前中は天文学関

係およびプラネタソワムの運営な らびに技術に関する 4

つの講演がなされた.午後も同様の研究発表などが行な

われたが， その間，参会の夫人たちは婦人プログラムに

より Ontario 科学センターを見学じた 夜は Mc

Langhlin プラネタリクム主催の晩餐会があり盛会であ

っ た.

7 月 24 日 午前は Dr. Hermann Mucke (Viennaプ

ラネタリクム)の講演があった. 午後 Ontario 科学セ

ンタ ーを見学した . この科学センタ ーはカナダ建国 100

年を記念して， 2年半の歳月をかけて完成した近代的な素

晴らしい科学館で，その展示品，実験設備は基礎物理，化

学から工業に及ぶ多岐にわたるもので ， また生命の科学

は， Strasenburgh プラネ タソワムの館長 Donald Hall 

がホスト役をつとめた.夕刻イ ーストマンハクスと称す

るイーストマンコダックの創始者の邸宅を開放した写真

博物館において ， イ ーストマンコダック社主催のレセプ

ジョシがあった. この写真博物館は大きなものではない

が， 古いものから現在K至るまでの写真機および写真の

光学的解説， 感光の化学均実験など多くの展示は見ごた

えのある ものであった .

19: 00からカーノレツアイス社主催の晩餐会があり ， 続

いて宇宙飛行士のMichael Collins氏の講演があった .

彼の月着陸の話が聞かれると期待したが，そうではなく

彼が 目下従事している National Air and Space 博物

館の構想と建設の話であった .

7 月初日 10: 00か ら Strasenburgh プラ ネタリワム

において 3 歳と 4 歳児を対象とした実験があった

150 人ほどの幼児が集っていたが， ζれらに歌を教え，

静かK星の世界』ζ導いていく手法はま ζ と IC見事で感心

した その後正午までに 2 つの学術講演があった.午後

はプラネタリクム lζ隣燦した Muscum of Art and 

Scienc巴 を見学した . 
17 ・ 00より Rochester 大学の美術館において，ツア

イ ス ・ エナ社主催の晩餐会が関かれた . 乙の美術館は大

学附属であ るが， 個人の寄附になる立派なもので ， 名画

の数多くが陳列されている.美清2店長の歓迎の挨jg!もあ

り ， なごやかでまた盛大であった. 美術館長夫妻は親日

家で私共を日本美術品の展示室に案内して呉れた . 1晩餐

会の後 ， 21:00からプラネタリクムは “Stars Theater" 

と名を変え ， ジャズの演奏会があった . 乙れには若い男

女が入場(有料)して満員であった.ζ 乙ではジャズ楽

団と歌手が特設のステー ジで， 星空の下熱演した . プラ

についても多 くの展示があ った ， 乙の国際会議を終った ネタ Y クムがこのよ う に利用される 乙と について ， 帰途

後，世界各国の著名な科学館を多数見学したが ， Ontario 会議IC参加した館長達の聞で可否が論じられた .

科学センタ ーは世界第一流の科学館であると思う r
夕食会の後 9 時よりプラネタリクムの実演を見

学した. これは宇宙旅行を取扱ったもので，地球を

離れて ， 月 iζ接近して行く過程の宇宙の景観の変化

をズームレンズを巧みに馳使して興味深く見せてく

れた.

7 月 25 日 朝，参加者一同大型パス iζ 乗って

Toronto を出発，米国 Rochester 市に向う . 途中

水位の異なる オジタリオ湖とエ リ 湖を結ぶ巨大な水

門 iζ到 り ， 実際 iζ船舶の往来する状況を見学した

つづいてナイヤガラ lζて休息， ~暴布の壮観を満喫し

て141時出発， 国境の橋を渡ってカナダ国から米国 IC

入り ， 16時 Rochester の宿舎に着いた . 乙乙は写

真のイ ース ト マンコダックと複写のゼロックスの大

工場がある静かな街である Rochester ICおいて

.Z~.明記

第 4 回 国際プラネタリクム恰長会議』ζ出席した人の一部
(左より 2 人 司 ， Dr. Kin g , 5 人 目筆者)
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7 月 27 日 Rocheste r から飛行機で Chicago IC着き

ジカコ・大学の "C巴nter for Continning Ed ucation 

(C. C. E.)" IC入る.私が ζの名称から受ける印象とは

異なり ， 乙乙は国際会議などで来た外国人のための宿泊

施設で一流ホテノレ並の立派なものである.

Chicago では Adler プラネタリクム館長の Dr.

Joseph Chamberlain がホスト役をつとめた. 15: 00 

ミ νガン湖畔の Adler プラネタリクムで実演を見学し

た . 乙乙のプラネタリクムは 目下附属の天文博物館を建

造中である . 完成すればかなり大きな建物になるであろ

う. 予め集められた展示品を見学したが， 天文関係の測

定器，航海計器等が多かった 夕刻より下町のレストラ

;/1[て当プラネタリクムおよび Chicago Park District 

共催の晩餐会があった.

7 月間臼 有名な νカゴ産業科学問物館の見学があっ

た.十余年前lζ私が見学したときは展示品が著 しく変っ

ている . 夏休み中であり ， 入場無料でもあって見学者は

滋れるばかりであった 館長の Dr. Daniel M. Mc 

Mastor の招待昼食会があった 世界第一級の科学館 と

いわれている当館には ， 一般科学， 工業技術の多岐にわ

たる展示品の他に ， 生命の科学と ， 宇宙旅行に関するも

のに特K広い面積をさいている.乙れらには他所ではほ

とんど見られない重要なものが展示されている.

14 : 20 より C. C. E で本会議が関かれた Dr. 

King が議長となり ， まず本国阪会議を "Internationa l

Planetarium Directors Conference" と称する ζ とを

第 2 回全科協博物館事業研究会終る

ー解説パネル類の活発な研究討議と実地見学を実施

2 月 22 日(木)から 24火(土)までの 3 日聞にわたって行

なわれた第 2 回全科協博物館事業研究会は，さきに会員

各館閣に送付された実施要綱のとおり実施された . 第 1

第 2 日目の研究報告と ， それを基にした研究討議では，

活発な怠見の交換があり，いく つかの間題については共

同研究の必要性が提起され， 全科協組織を利用しての共

同研究の第 1 歩を踏み出した感があった.第 3 日目のカ

第 1 日目，科学技術館での会合
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議決したあと， 3 年毎iζ t!t界各地で開催する乙 とを確認
した.次回の開催地についての議事IL入ると，直ちに

Staal 氏 ( Atlanta) が発言を求め，未だアジアで本国

際会議を開催したととがないから ， 次回はアジア iζて開

催したらどうか，それには日本が適当であると言っ た.

そのときの議場の空気は全くそれに賛成のよ うに見受け

られたので ， 私は発言を求め，次回の開催地は日本が適

当であるという乙とになれば，今日日本から出席してい

る館長は私 1 人であるから ， 名古屋科学館がホストをつ

とめねばならぬと思う と ζ ろが次回の1975年は種々の

事情で私どもがホス トとして開催すると とは困難である

が，次次回の 1978年ならばお引受け可能であると思うと

言った . 乙れは拍手をもって承認された.

次いで1975年のホス ト について審議された結果，ポー

ランドとチェコスロパキアの両国の共同主催にしてほし

いという乙とになった Antonin Rûve 氏(Prague)

からわれわれの国では今年 (1972) の 12月にならなけれ

ば政府の承認が得られないから，確答は来年 (1973) ま

で待って欲しいと言う乙とであった

乙れで本会議は終った

18 ・ 00 と の C. C. E. ICて 、さようなら H 晩餐会が

盛大iζ 開かれた. 乙れで第 4 回プラネタ 3 ワム館長の国

際会議は終って解散した.

7 月 29 日 私は再びνカゴ産業科学博物館を自由 lζ見

学し ， 翌 日世界各国の科学博物館を見学するため，まず

Boston Iζ 向っ て出発した.

ラ ーコノレトン制作， νノレクスクリーシ印刷，ディスプレ

イの工場実地見学では，参炉者の熱心な質問等で，終了

は予定時刻を 2 時間近くオーパーした.

参加者は募集定員の30名を超過し ， 参加館園数は22館

となった .

研究討議の内容などの詳細については ， いずれ何等か

の形で発表される予定である.

i懇話態imm!i!ii援護ii~ 【刊行物紹介】 織機器i機器iU鱗

.志摩マリンランドクオータリー， 創刊号， 志摩'7~ン

ラン ド(三重県志摩郡阿児町一賢島~517-05) で 1 月 25 日

IC発行 B 5 版 ， 24頁， 内容 :概要 (全体の図と説明) , 

展示内容(各水槽の写真入り説明) ， 飼育研究活動(紹

介) ， フイ JV ュカ ーニパノレ(催しものの経過) ， その他

.アニマ， 創刊号， 平凡社 (東京都千代田区 4 番町 4 番

地 私書箱14号〕で 3 月 1 自 に発行， 会員制月 刊誌， A

4 版 ， 84頁，購続は直接同社アニマ販売部へ申込む，内

容， 自然の中の動物をとらえた写真を中心にしたもの，

毎月日本の野生動物の実態を特集することがね ら い，購

続料・半年2， 000円 1 年3 ， 800円 ， 2 年6 ， 000円 .

.博物館学報告，第 1 号， 竜谷大学文学部博物館学教室

(京都市下京区七条大宮)昨年10月 1 日に発行， B 5版， 24頁
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ミ全科協北から南から'

環境問題と自然史の立場

萩市郷土 l噂物館長学芸員黒川純行

乙と数年来にわかに公害問題がクロ ーズアップされて

きた . 工場からの廃液や煤煙のほか， PCB ・ BHC ・

車の排気ガスなど，人体に直接寄を与えるものから，環

境を通して人聞に影響をおよぼすものまでいろいろ取り

上げられて，あたかもそれがその時突然発生したかのよ

うな感であった.というのは，マスコ 1 特に有力全国紙

が一斉に公害を告発する姿勢をとり 3 連日論陣を張り出

したからで，世間一般の人も事の重大さに気付くように

なり，生活の中での公害 ・ 環境汚染などに対してきびし

い目が向けられるようになってきた. しかしそれ以前に

も一部の学者はたれ流し公害の恐ろしさなと、について書

いたり発言 したりしていたが，それを受け取る多くの人

々は，あたかも S ・ F小説を読んでいるかのようにミも

しかすると起るかも知れない遠い将来のよその国のでき

どと'のような感じで読み流していたのである.

しかし我々のような自然史を担当している者には，植

物 ・ 動物などを調査して行く段階で，その個体数の減少
や棲息している種類の変化などから 3 はるか以前から気

が付いていた 地球の過去において繁栄していた多くの

動植物が絶滅してしまった例を知っている ζれは棲息

環境の変化またはその種の環境下適合がその理由である
と言われている.人間も動物の一種であり，地質時代的

視野からみれば，ほんのちょっとした環境の変化で，人

類は絶滅してしまう可能性が十分ある乙とも承知してい

る. したがってマスコミが大々的に公害を告発する姿勢

を打出す前に，乙の問題について自然史担当者がこぞっ

て声を大にしなければいけなかったのではないだろう

か 乙のままではいずれ自然環境は消え去ってしまう運
命にある . その変化の過程に調査し記録iζ残す乙とも我

々の任務の一つではあるが，それだけではミ魚を見工お

け'と命じられた男が猫が魚をとって行く様子を眺めて

いたという笑話と同じである 変化の克明な記録ばかり

ではなく ， その調査データ ーから，環境の変化の原因と

予怨される結果とを，それぞれの立場で世聞に訴えるべ

きであっただろう .

わが萩市にも最近観光客がすこぶる多くなった，みな

維新のまち ・ 城下町を見に来るのであるが，都会から来

って行く . 自然環境の悪い都会では寿命が短くなると心

から考えていれば，空気の良い旧舎に住居を移すはずで

ある 口先ばかりで行動を伴なわないのは，個人の利益

、 を追うあまりに環境問題の恐ろしさを心から理解してい

ないからと考えざるを得ない タバコの害についてはl喫

煙者のほとんどが知っているが，タバコの害がやかまし

く言われだして禁煙をしたのは医者が最も多いと聞く .

一般の人は知識として知っていても，それが自分自身iζ

起るとは感じていないのであろう 被害を受けるのは自

分ではなく 他人だと考えがちである. 環境問題について

も同様であろう.タパコは喫煙する個人にしか害を与え

ないが，環境問題は個人の意志のみではどうにもならな

い 大勢の人が一致協力しなければ解決し難い問題であ

る .

乙のように言ったからといっても，自然史関係者が何

もしなかったという意味ではない，個々の学芸員がそれ

ぞれの立場で努力していることは 卜分承知している，し

かしその活動が各々の博物館の周囲lζ止まっている限り

環境破壊の防止にはほど遠い しかし多くの者が連携し

てその立場立場で常に発言して行けば，その効果は重な

り合って大きな影響を与えるのではないだろうか 少々

スタンドプレイ的な要素はあっても ， 全国的な有力マス

コ 1 を利用して主張を続ける者も必要である ， そして我

々の力で，多くの人々に環境問題についての正しい理解

が植え付けられるという乙とは，それが博物館iζ対する

正しい理解と支持とを得ることにほかならないと考える

ものである . 博物館が一時の政治的手腕で予算を獲得し

たり，為政者の気まぐれで形だけは大きくなっても ， そ

の逆の立場に追い込まれた場合は、もとのもくあみH で

ある.博物館の発展拡充は，多数の人々の支持があって

とそ達成されるものである. とのような意味からしても

社会のため，人類存続のために主張すべきことは主張し

なければならないのではないだろうか.

我々自然史のフィーノレドを守るためにも ， 日本人いや

人類全体がより良い状態でより長く生存を続けるために

も，そして我々博物館の向上発展のためにも，乙の環境

問題について大いに主張すべきである . 乙のまま行け

ば，絶滅し去った自然史の標本を後生大事i己保存するだ

けの博物館になってしまうのも，そんなに遠い将来では

ないような気がするのである.

たほとんどの人が，萩の自然とくに風景 ・ 緑 ・ 空気をほ < 1 頁から〉 山口博物館)，永田進一(徳山市立動物園)，

める 、こんな環境の良い所で生活していれば長生でき 山岡幸雄(愛媛県立博物館入後藤耕二(福岡県文化会

る . 都会で生活していると寿命は短い'などと言いなが 館) ， 橋本幸男(長崎県立美術博物館)，宮脇繁(宮崎県

ら，目先の小さな欲望を追い求めるために雑踏の中へ帰 総合博物館)，宮城篤正 (ì中縄県立博物館)

4 
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東京都で博物館職員研修を実施

東京都では ， 毎年社会教育関係職員研修を実施してい

るが， その一つである社会教育施設職員研修で，図書館

背年館， 博物館の各職員の研修をそれぞれ実施した .

昭和47年度の博物館職員の研修は，昭和48年 1 月 12 日

(木)， 2 月 1 日(木)と 2 月 8 日(木)の 3 日間 ， 各午前10

1時より午後 41時までの 3 回にわたって行なわれた 研修

の主題は r自然 ・ 環境の保護の視点より，博物館と学

校教育の関連を考える」で， タ同rj.j殉館 と学校教育の関連'

としては第 3 年目である

第 1 日目の会場は科学技術館第 3 会議室， 東京大学 ・

字井純氏と立教大学 ・ 中川成夫氏の公害問題や文化財保

訟を中心とした博物館の果す役割りについての講義があ

り，とれについて研究討議が行なわれた.

第 2 日自の会場は国立科学問J物錯付属自然教育園，同

闘の千羽晋示氏， 桜井信夫氏，矢野亮氏を講師として，

向留の教育活動の事例を見学し，自然保護教育をどのよ

うに展開したらよいかについて検討会が行なわれた

第 3 日目の会易は都立教育研究所， 教育大学 ・ 三島次

郎氏，府 中高校 ・ 西沢幹雄氏より ， 学校教育の立場から

ßi'l境 ・ 自然保護教育について博物館へ望むことの意見を

聞いた後，国立科学博物館 ・ 鶴田総一郎氏を助言者とし

て，時物館のあり方について考え，かつ主題についての

総括を行なった

全国プラネタリウム

連絡協議会の発足について

去年11月 21 ・ 22 日の二日聞に亘り ， 東京の五島プラネ

タリクムにおいて ， 関係者が集り ， 新しく全国プラネタ

D クム述絡協議会が発足した乙とは，誠iζ よろこびに耐

えないととろである .

従来いわゆる大型フ。ラネタリクムと称する 20m ド ーム

を有する，東京 ・ 名古屋 ・ 大阪 ・ 明石の 4 館では，その

運営解説技術面に共通点があるため， お互の研鎖を目的

として ， 昭和41年 6 月 IC連絡協議会を結成し，少なくと

も毎年 1 回以上の会合をもってきた .

しかしながら， 乙 の協議会が発足した頃から ， 全国各

地にプラネタリクム施設が急激に増えてきた . 加えて人

間術星， 人類の月E着陸等が次々に成果をあげ，そのた

め， プラネタリクムをもっての天文知識の啓蒙にも新工

夫が要求されるようになった

乙乙 2 ， 3 年前より，情報の交換や解説技術の研究向

上等を目的とするとの協議会 IC，全国の多くの天文教育

5 

にたずさわる館の加入を呼びかけt きたものの，機いま

だ熟せずといったと乙ろで過ぎてしまった .

たまたま ， 昨年あらためて全国のプラネタリクムを有

する施設にかl入を呼びかけたと乙ろ次のように10館の入

会申込と 8 館の入会予定があった .

入会申込館 苫小牧青少年センタ ー， 天文博物館五島

プラネタ 3 クム，豊橋向山天文台， 市立名古屋科学館，

石川県児童会館，大阪市立電気科学館，明石市立天文科

学館，岡山県立児童会館，津山科学教育博物館，鹿児島

文化センタ ー ，

入会予定館 釧路青少年科学館， 仙台市天文台，栃木

県児童会館， 前橋市児童文化センター ， 神奈川県立青少

年センター， 山梨県立青少年科学セシタ ー， 浜松市児童

会館， 宇部勤労青年会館，

11月 20 ， 21 日 IC第 1 回全国プラネタリクム連絡協議会

総会を開催したと乙ろ ， 東京 ・ 豊橋 ・ 名古屋 ・ 石川 ・ 大

阪 ・ 明石 ・ 鹿児島 ・ 仙台 ・ 栃木 ・ 神奈川 ・ 山梨の各館か

ら 17名が参加し，慎重κ協議した結果，従来の協議会は

発展的に解散し，あらためて同名であるが，北は北海道

より南は鹿児鳥K至る，プラネタリクム施設で構成する

全国プラネタリクム連絡協議会が発足したわけである ，

入会予定館であった仙台， 栃木， 神奈川 ， 山梨は直ちに

入会とい うことになり ， 今後の協議会の発展を思わせる

幸先良いスタ ー 卜を切ることが出来たととは ， 重ねがさ

ねめでたい乙とである

当分の間，全国を北海道!東北，関東， 東京，中部，
近畿，中園地方， 九州の 8 ブロック K分け，それぞれ幹

事館を設け ， 会員の勧誘，連絡等に当る乙ととした.

昭和48年度総会は， 4 月 中旬 IC名古屋で開催する乙と

にし，会期は 3 日間 ， 初日は午後 11侍から ， 第 3 日目は

午後 11時頃解散という大体のスケジュ ーノレを決め ， 総会

のもち方等については後刻検討して行くことにしたが，

運営， 解説， 技術の三分野が話題の中心κなる乙とは間

違いない乙とである.

日進月歩の世情に追従し，プラネタリクムの運営を行

ない，より多くの国民に宇宙天文の知識を広めて行くと

と乙そ私達の使命ではないかと考える . そのためにもプ

ラネタリクムをもって宇宙天文知識の啓蒙を行っている

教育的施設と認められると 乙 ろであれば， 加入をこばま

ないという乙とを申し合わせている .

今後ますます加入館が増え出来れば全国のプラネタ Y

クム館が乙ぞって会員になることを期待するものであ

る. と同時に内容の充実した協議会に成長するためお互

いに努力して行きたいものと思う.

(市立名古屋科学館稲月 光)
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IP==【質問l !l_ -T.:で1一一===::=-:--==== .:ー_._~士一=ー

i 見学者が押ボタンなどにより ， いつでも自由 lζ映 l

i 画フ ィ ノレム(映像)などが見られるような装置を展 l

i 示 したいと思いますが， どんな方法で行うのがよい l

j か，具体的に教えてください. (一読者) !! 

ッ 卜 という . ホットスポッ ト は'指 iζ 目とフ.ロジェグタ ー

の光源を結んだ直線上iζ現われ，目が移動すればその場

所も移動する. )が問題になり ， プロジェクタ ーの光軸

上に目があるときには，明るく見えた映像も ， 光軸から

はずれると急K明るさが不足して映像が暗く見えるのは

ζのためである.つまりスクリ ー シの利得 f単位入射照

【回答 2 】 全科協ニュ ース Vol. 2. No. 6 で 16 ミ リ 映写 、 度 (ft -cdJ 当たり 1 ft - L の明るさの比でスクリ ー γ

機を展示lζ使う方法の説明があったが，今回は私どもの 利得を表わす スクリ ー ン利得=明るさ (ft -LJ/単位

産業安全技術館で昭和46年10月の開館と同時に設置し 入射照度(ft -cdJ )の高いもの程ホットスポッ ト が現

て ， 過去 1 年 4 ヶ月稼働している 8 ミリ トー キ ーエンド われやすく ， 視角も狭く ， 指向性が強くなる ， そこで本

レス映写装置 CD-501 (日本視聴覚設備研究所製作〕に 装置には種々検討し，スクリ ー ン利得 3 の表面無反射ス

ついて説明し ， 参考に供する. クリ ー ンを採用して，光軸中心に左右60度以内の観覧者
展示の内容は作業の安全確保のために制作した「砥石 が十分見られるものになった.

の破壊J I安全帯を着用した人体模型の落 下」の 2 本

で ， 共iζ実験記録に解説を加え上映時間 3 分程度にまと

めたものを使っている.

つぎに装置について概略の説明をする.乙の装置は展

示パネノレの 1 ユニッ ト の中に収容するため寸法が制限さ

れ， 映像の視角が広く，パネノレの文字を読むのに十分な

明るさのもとで支障なく見られるととも条件の重要なポ

イントであった . 操作の上からは観覧者が自由に押ボタ

ンスイッチを押す と とによっていつでも上映でき 1 サ

イ クノレ(映画が 1 本終了)毎に自動停止する. 乙の点プ

ロジェクタ ーについては展示の環境に適合した光源の明

るさや，フィルムの長さに十分なエンドレス機能を備え

ているか否か，起動 ・ 停止時の制御方法が適確に行なえ

るか否かを検討する乙とが大切である

8 ミリプロジェクタ ーのアパーチャ寸法は一定なので

スクリーン上に結像させるまでの途中光量の損失を極力

小さくするととが必要であるが，形状lζ制約があるので

ミラーを用い焦点距離をかせいでいることは 162 リの場

合と同じである. しかし光学設計上からはミラ ーはでき

るだけ枚数を少なくするととがよいが， 映画の場合には

奇数枚lζ限られるという問題がある 1 枚のミラーによ

る損失は一般には10%-15;;ぢ程度を見込んでいるが 5

%程度の低損失ミラーを製作する ζ とも可能である.

スクリーシについてはリヤープロジェクì/ヨン方式を

採用した.理由は前Iとも述べたように，周囲の環境 iζ

影響されにくく映像が鮮明に見える乙と ， ユニットパ

ネノレと調和させるためであった. しかしリヤープロジェ

ク ν ョシ ・ スクリーンは従来一般には「すりガラスJ 程

度の概念が常識のようで，乙の考え方を改めた . リフレ

クジョシスクリ ー シでは 120 度程度の視角はとれるが，

Y ヤープロジェク、ンョン ・ スクリ-;/ではホットスポッ

ト現象〔プロジェクタ ーを関口状態lとしてスクリーン上

に投映した時，スクリーン上に明るさ比で 3 : 1 を越え

ると局部的 IC明るい部分として見えるものをホットスポ

6 

虫色重1J スイッチ

電源入力
コ ネクター

ヒューズ

アジャスタ フ。 ラノ〈ー ド

〔図 1 ) r外観」

(図 2J

1. 7 イノレムカ ー トリ ッジ 2.11火写ランプ 3. ス プ ロ

ケット 4 . アノ マー チ 守プ レ ー ト 5. "7イ 7 ロスィ y

チアクチエ - :7 6. エキサイタ ー ラ ン プ 7 . ピ ン チ

ロ ラ 8 ー キャ プスタ ン 9 . 7 イノレム 10. タ ー

ン テ ー プノレ
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図 1 は当館 jζ設置した CD-501 の外観である.

図 2 はプロジェクタ ー用のカ ー ト リッジの構造図であ

り ， カ ー ト 3 ッジは 10分周 (30分用もある)を使ってお

り ， ス ーパーエイト光学録音(音声は画面より 22コマ先

行〕フ ィ ルムにワク ν ング(フ ィ ノレムの滑性剤としてν

リコンワックス稀溶液中を一定のスピー ドで通過させて

乾燥させるとフィノレムの摩擦を減少し，かっ膜面を保護

する)をほどとして装填する ワク V ングは適量行なわ

ない とかえってねば り が出てフィルム走行に支障を来た

す こ とがあるので注意する必要がある .

つぎにエンドレス機構とス ト ップ機構について説明し

よう カ ー トリッジiζ装填されたフィルムのエンドマー

クとして， パーフォレージョンを 2 コマ分だけスプライ

ν ングテープで埋めると，プロジェクターのスプロケッ

ト機能が働かずスリップし ， キャプスタンとピンチロー

ラ ーで引張られたフィノレムは，正常なノレープがなくなり

張りつめられたテン ν ョンでアクテエータにより電源の

マイクロスイッチカ1 0 F F となり ， ピシチローラーを引

いているプラシジャ ーがオープ γになり ， キャプスタシ

から離脱しフィノレムは停止する そのためフィルムが上

映中に芯締りをお乙せば緊急停止するが， 事故の時には

再起勃の恐れがあるので何とか乙れを阻止したい

又プロジェクターを起動する場合， 約 3 秒間起動押ボ

タンをホーノレ日する ζ とが必要であるから， レパー νブ

ノレモータ ー， 減速ギヤーヘッドおよびカムを利用して，

機械的にタイミングを設定した. 乙の他には，大容量の

コングシサとプランジャ ーを応用して時定数をきめる方

法もある .

フィノレムの走行について追記しておきたいのは，カー

トリッジIC装填するフィノレム質置によってトラブノレが起

こる場合がある 10分用のカ ー トリッジIC 3 分ものを 1

本装填したら 1 j袖で送り ， 捲取りを行なうため走行を

スムーズ iとするターンテープノレと ， フィルムの滑り関係

が調和せず，芯締りを起とした乙ともある とれにはプ

ィノレム 3 本分を 1 カー ト リ J ジ IC装填して質量の増加を

はかつてからは ト ラブノレがなくなった .

観覧者がこの展示をどれくらい利用してくれたかとい

うととを私どもは常に知っておかねばならない そ乙で

基礎調査資料作成のため特に累計上映回数と その日又は

特別期間上峡回数が別々に自動積算表示されている.累

計上映回数lC 1 サイクノレの上映時聞を乗ずれば，装置の

稼働時間が計算できるので ， 保守点検サービスの目安に

もなり 一石三鳥の役目を果している . 今後の視聴覚展示

に関する研究資料および計画資料として活用できるもの

と思う.現在 CD-501 2 台と SD-501 1 台が稼働してい

るが表のような利用状況である.

ヰ引窓石貯金帯長 | ガス爆発
4360 3637 2320 

240時間 l 140時間 | 232時間
1 日平均回数l 11 9 5.8 

装置型式 I C D-501 I C D-501 I S D 問

思いつくままとりまとまりもなく述ぺたが説明不十分

の点はお許し願いたい.

(労働省産業安全技術館安全技術課香坂敏夫)

蹴盟国蹴到底会員館園消息 国盟国国盟国国間

山形県立博物館 特別展「庄内海岸の動物と自然」を

4 月上旬から 6 月下旬まで開催予定.

富田晴治氏 (到I 1路市立郷土博物館長〉は，昭和48年 1

月 27 日逝去された.行年49才，氏は北海道立釧路工業学

校卒業後， 銀11路市役所に就職され， 永年IC亘って市の行

政iζたづさわり，鎖|路市水産部製氷工場長を経て，昭和

44年 4 月， ~1I路市立郷土博物館長 IC就任されました 謹

んで哀悼の意を表します

c・んの'-/" ， ^v."'"・ψ 句・八・φ"""-./. ^，， ' ~''-/' . '''' .^ψV んの ""-"' . ^v ' J"'.. ψ "vI .~. ..".....""'vtI'.^" '~・ぃ~、八明 V んの~

s 
j 昭和48年度博物館職員講習開催のお知らせ よ

J 
? 昭和 48 年度の博物館職員講習について ， 現在国立社会教育研修所で計画が立案されていますが >

? この程， 日程の骨子が以下のように決められました。詳細は追って発表されますが、 前回の実施状 p 
i 況帥んがみ ， 自然科学系博物館施設職員の さらに積極的な参加が期待されています。 ; 

う 会期昭和48年 5 月 31 日から 7 月 4 固まで 35 日間 { 

; 時間毎日午前日時307tiJ)ら午後 4 時まで ただい土曜日午後，日曜日休講 j 
? 会場 国立社会教育研修所 ， 国立科学博物館等 j 

<j 募集 100 名
t 

"'.〆V、ハ."V‘""'vへ・、戸、仲v ' "，内、 .、戸川d・〆、_'v内.、〆‘へ，'"ヘ.、/' .へρ〆、..'""，".""'-/'、 ""'vへ・v'、州v . ./、、.、p
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会員館園の紹介

龍河洞博物館

高知県香美郡土佐山田町逆川1340

~782 (電話)土佐山田 (08875)2-6599

(運営)財団法人 龍河洞保存会- '. 、

(電話)土佐山田 (08875) 2-2144

龍河洞は単なる石灰洞でなく，洞内 iζ は古代先住民の

追跡があり ， また洞のそとと乙には，珍らしい洞窟動物

が生息しているので， 国の史跡名勝天然記念物K指定せ

られております.洞外の石灰岩地lζは，特lζ石灰岩を好

む特殊な生物が多く ， 乙れらの動植物並に自然景観をふ

くめて野外博物館とし ， 自然の状態で観察できるように

整備しであります 洞内から発見せられた土器及び考古

学資料は，その他の資料とともに，多くの人K公開する

ため， 昭和34年 1<::龍河洞博物館を設立しましたが， 一部

老巧化したため改築する乙ととなり，昭和46年11月 1<:: 着

工 47年 9 月 1 自に落成. 古代建築様式をとり入れた鉄

筋 2 階建，延べ面積 348 n{，冷暖房完備外観内容ともに

一新し，年間 100 万人の観光客を迎えるにふさわしい近

代博物館として再発足しました.

1 階の入口に立つと，正面lζ銀滴の動くワシダーホー

ノレがあり，無言のうちに「地球の歴史」を展示しである

パノラ守今第 1 コーナーへ誘導します.

第 2 のコーナーは í龍河洞はどのようにしてできた

か」を説明しである立体図表で，石灰岩の割れ自に地下

水が流れこみ，だんだん溶かして洞穴が大きくなる.ヵ

ーレンフェノレド ・ ドリーネ ・ 鐙乳洞などを ， カノレスト地

帯の断面模型でわかりやすく説明し，鍾乳石 ・若者・ 石
柱 ・ 洞穴真珠などの実物 ・ 澗内の見取図 ・ 澗内の写真な

ども展示してあります

第 3 のコーナーは ， 洞内 lζ生息する 102 種の動物のう

ち ， ν コクヌマエビ ・ カマキリヂ ト クム乙/ ・ ν コクメク

ラヨコエピ ・ チピ ν ロオピヤスデ ・ ホラアナミデンニナ

. ホラアナゴマオカチグサ ・ 乙/ロツチカニムジ ・ オオク

ロカニム ν ・ 3 ュクガヨリメグモ ・ ホラアナナガゴミム

乙ノ ・ リュクガヤスデ ・ イ νカワメクラチピゴ E ム乙/ ・ コ

タモリなどを，イ ラストで洞内の見取図に主主理し， J二り

階段の壁面 1<::展示してあります.

2 階は古代人のくらしをテー7にしてあります.

第 l コーナーは í人類の進化」で， 類人猿に似た人

類の祖先から，現代人が出現するまでの長い進化の跡を

さぐる手掛りとなる図表と， 北京原人 ・ 弥生人 ・ 現代人

の頭骨及び高知県 ・ 日本 ・ 世界の歴史年表が展示してあ

ります.

第 2 のコーナーは， . .í龍河洞K住んでいた弥生人J

8 

たてあな

乙のl時代の人々はおもに平野K竪穴住居をつくり ， 稲

作りをしたり ， 野生の動物を飼いならして家畜にした

り，また植物のせん維をとって布を織るなど，また日本

人として米を食べる乙とをはじめたのも乙の頃の乙とで

あります.ととろが龍河洞 1<:: 住んでいた人々は ， その追

跡からも惣像できるように，洞窟住いというこの時代と

しては，ずい分おくれた生活様式で，農耕生活から離れ

て採集経済を主体とした詩文達であったと考えられま
す その洞窟生活の一場面を，縦 3. 5m 横 8.5m の壁画

しゅりよう

にして再現しであります.また床iζは狩猟や水汲みの姿

を等身大にした弥生人の模型を展示してあります

第 3 コーナーは， í弥生式時代のくらし」

1同内の穴居第 1 室 ・ 第 2 室 ・ 第 3 室から発見された弥生

式土器 ・ 猟具 ・ 獣骨 ・ 貝がら ・ 装身具 ・ 焼石など，竜河

澗弥生人の使用した考古学資料を展示してあります

第 4 コーナーは， í洞外の石灰岩地を好む植物」

キセワタ ・ メヤプソテツ ・ クロガネ νダ ・ クモノス νダ

. ヤハズマンネングサ ・ ジロパナノハνν ョクズノレをイ

ラス ト で示し ， その下 1<::実物標本を展示したもので ， 下

り階段の壁面を利用しであります.

乙れで館内を一巡しましたが， 別 1<::天然記念物に指定

されている主在の皇室員 . 議芙託 . 議議25 . 品為 . 主在
九芹 . 章事など， 土佐特産の鶏を飼育展示してある「珍
烏セシタ ー」も，博物館とともに無料公開しています

【あ とがき】 O昭和47年度博物館事業研究会も盛会のう

ちに終り ， ひといきついています.0全国プラネタリク

ム連絡協議会が充実されて行く乙とは誠によろ ζばしい

乙とです 乙うした専門別の集りが， 全科協を中心lζ活

発になり ， 乙のニュースがそのひろばとして活用されて

行くととを考えると，編集委員会もますますはりきらね

ばならないととを痛感しています.
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